
第９回つなぐ人フォーラム

実施報告書

日 時 2017 年２月17 日（⾦）〜19 日（日）＜２泊３日＞

会 場 清泉寮（公益財団法人キープ協会）
主 催 第９回つなぐ人フォーラム実⾏委員会 ／ 公益財団法人キープ協会



目次

� 実⾏委員⻑挨拶
� 実施概要
� スケジュール
� １日目：10 分プレゼンテーション
� ２日目：45 分プログラム
� ３日目：2.5 時間ワークショップ
� 協賛広告
� 個人協賛



実⾏委員⻑挨拶

第９回つなぐ人フォーラム 実⾏委員⻑

高橋 真理⼦
星空工房アルリシャ 代表
星つむぎの村 共同代表

第 9 回つなぐ人フォーラム、無事に盛況にて開催できました。ツナギスト含め参加者のみなさま、ご協賛会社の
みなさま、実⾏委員のみなさま、事務局を⽀えるキープ協会、そしてボランティアスタッフのみなさま、それぞ
れの素晴らしい働きをありがとうございます。
多世代、多ジャンルの人たちが、分け隔てなくつながり、アクションしていく。それが実現しているのは、「よ
りよく生きたい」という願いが共有できているからだと思います。そして、八ヶ岳の大自然に抱かれているこの
⼟地の⼒もきっとあるのでしょう。
フォーラム後も、その出逢いがさらに開花した報告もたくさんあがっています。このフォーラムをもっと持続的
に社会につないでいくため、「つなぐ人フォーラム地域⽀部」もどんどん育っていくといいな、と思っています。
持続し、変化し続けるフォーラム、これからもぜひ積極的に関わってください。次回、第 10 回フォーラムが、
さらに未来を語る場になりますように、と願います。

第９回つなぐ人フォーラム 実⾏委員⻑

中⻄ 昭一
(有）プラス・サーキュレーション・ジャパン 代表
⽴教大学大学院異⽂化コミュニケーション研究科 特任准教授

第９回つなぐ人フォーラムにご参加いただいた皆様、ツナギストの皆様、ご協⼒いただいたスタッフやボランテ
ィアの皆様、キープ協会の皆様、協賛社の皆様、そして実⾏委員の皆様、本当にありがとうございました。今年
もまた昨年以上の盛会をもって終了できたことを、まずは御礼申し上げます。
今回は、⼟曜日スタート、月曜日終了という、これまでの２泊３日の運営スタイルを変え、⾦曜日スタート、日
曜日終了という日程を組みました。これは、参加者ならびに“ツナギスト”の皆様より「つなぐ人フォーラムの本
来的な価値は、３日目に実施される自由エントリー可能な 2.5 時間ワークショップであり、参加者ができるだけ
このワークショップに参加できるよう配慮すべき」という声を多数いただいたからです。
その結果、３日目の 2.5 時間ワークショップは、これまでにないほどのユニークかつ個性的なワークショップが
実施され、良質なコミュニケーションが交わされました。特に 20 代、30 代の方々が積極的に 2.5 時間ワークシ
ョップを企画し、その運営を楽しむ姿を⾒るにつけ、つなぐ人フォーラムの可能性を強く実感した次第です。
第 10 回に向けてこの財産をいかに「つなぐ」のか。皆さま、是非ともこの取り組みに、今後もご協⼒下さい。



ね 実施概要

■名称：第９回つなぐ人フォーラム

■日程：2017 年２月 17 日（⾦）13 時 〜 ２月 19 日（日）14 時

■会場：清泉寮（公益財団法人キープ協会／⼭梨県北杜市⾼根町清⾥ 3545）

■主催：第９回つなぐ人フォーラム実⾏委員 ／ 公益財団法人キープ協会

■協賛：日能研
JｰPOWER 電源開発株式会社

■後援：公益社団法人 日本環境教育フォーラム（JEEF）
特定非営利活動法人 自然体験活動推進協議会（CONE）
特定非営利活動法人 持続可能な開発のための教育推進会議（ESD-J）
一般社団法人 日本インタープリテーション協会
NPO 法人 日本エコツーリズムセンター
日本エコミュージアム研究会
日本環境教育学会

■意図・ねらい：
私たちは誰もが「幸せに、よりよく生きたい」という願いを持っています。その願いの中で、一人ひとりが役
割を果たしながら、さまざまな規模の集団ができ、社会が形成されてきました。けれども何故か、現代社会に
おいては、問題が⼭積み、多くの対⽴構造ばかりが目⽴ちます。専門性の深化と分業によって、一人ひとりの
働きと社会や世界とのつながりが⾒えにくくなっていることと、現代社会が抱える多くの問題は、おそらく深
いところで関係しています。
一人ひとりの働きや想いどうやったら社会につないでゆけるのだろう？
「つなぐ人フォーラム」は、多ジャンルの中で「つなぐ活動」をしている人たちが集い、互いの経験や知恵を
共有することで、「よりよく生きたい」願いを活動に変えていくプロセスです。これまでも「つなぐ人フォー
ラム」で互いに出会い、そこから生まれた「つながった事例」もだいぶ蓄積されてきました。点と点がつなが
って新しい星座をつくるように、自分の⽴ち位置を確認しながら新しい物語が生まれる、そんな時間にしても
らえば幸いです。

■参加対象者：
「つなぐ人」という⾔葉にピンとくる方
これまでの参加者層では･･･「地域や街の人々をつなぐ活動」「（野外などで）自然と人をつなぐ活動」「（博
物館などで）モノと人をつなぐ活動」「（サイエンスコミュニケーションなど）科学と人をつなぐ活動」「都
会と田舎をつなぐ活動」「仕事と人をつなぐ活動」「被災者とボランティアをつなぐ活動」「子ども達をめぐ
る多様な活動」他、メディアを通じて、医療・福祉を通じて、建物・デザインを通じて、ワークショップを通
じて･･･などなど多様なジャンルの方が集まっています。



■参加者数：120 名（一般71 名、ツナギスト 32 名、実⾏委員 17 名）

多分野の専門家で構成されている実⾏委員が上記意図のもと、それぞれ数名のツナギストに声をかけ、フォー
ラムの中核となるメンバー約 50 名を形成。後に残り約 2/3 の一般参加枠を募集。

■実⾏委員⻑（50 ⾳順、敬称略、所属は 2017 年２月現在）：
⾼橋 真理子 星空工房アルリシャ 代表 ／ 星つむぎの村 共同代表
中⻄ 紹一 (有)プラス・サーキュレーション・ジャパン 代表 ／

⽴教大学大学院異⽂化コミュニケーション研究科 特任准教授

■実⾏委員（50 ⾳順、敬称略、所属は 2017 年2 月現在）：
井上 尚子 美術作家
臼井 ちか 有限会社チカソシキ 代表取締役社⻑
梅崎 靖志 風と⼟の自然学校 代表
⼩笠原 啓一 産業技術総合研究所
⼩笠原 祐司 NPO 法人 bond place 代表／⼭梨学院大学 非常勤講師
奥村 奈央子 Human Nature プランナー
川路 武 NPO 法人日本橋フレンド 代表／三井不動産
北村 美香 結 creation 代表
⼩寺 昭彦 サイエンスカクテルプロジェクト 科学技術コミュニケーター
杉浦 裕志 株式会社鳥 代表鳥締役 社鳥
染川 香澄 ハンズ・オン プランニング 代表
田井中 慎 (株)4CYCLE 代表取締役
⾼瀬 桃子 関内イノベーションイニシアティブ株式会社／Willing Hands On
林 浩二 千葉県⽴中央博物館 学芸員
藤本 ⻘ 静岡市役所広報課 主査
古瀬 浩史 (株)自然教育研究センター 取締役／帝京科学大学アニマルサイエンス学科 教授
三原 重央 NPO 法人みんなの未来かいたく団 理事／合氣自然研究所
森 一彦 大広２７５研究所 主任研究員／関⻄学院大学大学院経営戦略科 教授

■事務局（公益財団法人キープ協会）：
関根 健吾、中⼭ 孝志、本田 晶、⼩野 明子、村井 孝一、饗場 葉留果、佐藤 陽介、村⼭ 敬洋、伊澤 菜美子、
⾼木 恭子、田村 のり子、江崎 淳一、志田 麻子

■ボランティア（50 ⾳順、敬称略、所属は 2017 年２月現在）：
遠藤 初穂（⼥子美術大学）、加藤 結花（都留⽂科大学）、⼩林 あゆみ（バンビーノの森）、⼩⼭ 晴子（日本大学）、
丸子 哲平（日光国⽴公園 那須平成の森）、⻄野 薫（鳥取環境大学）、⼭城 雅人（天理大学）、米蔵 緑（帝京科学大学）



ね スケジュール

＜１日目／２月17 日（⾦）＞
12:00 受付
13:00 開会式（司会：杉浦 裕志／⾼瀬 桃子）

◆実⾏委員⻑挨拶（⾼橋 真理子）
◆実⾏委員・ツナギスト紹介
◆旗揚げアンケート（参加者属性調査）

13:45 オリエンテーション

◆「えんたくん」を囲んで自己紹介
14:15 休憩
14:30 10 分プレゼンテーション

17:00 休憩／チェックイン
18:00 夕食
19:50 全体会①（司会：井上 尚子／梅崎 靖志）

◆45 分プログラム実施者から一⾔紹介＆サインアップ
21:00 交流会「つなぐ BAR」
23:00 終了

＜２日目／２月18 日（⼟）＞
07:30 朝食
09:15 45 分プログラム 午前の部（１〜３時間目）

12:10 昼食（弁当）
14:00 45 分プログラム 午後の部（４〜６時間目）

16:55 休憩
18:00 夕食

19:50 全体会②（司会：臼井 ちか／三原 重央）
◆「えんたくん」を囲んで 45 分プログラムのふりかえり
◆2.5 時間ワークショップ実施者から一⾔紹介＆サインアップ

21:00 交流会「つなぐ BAR」
23:00 終了

＜３日目／２月19 日（日）＞
07:30 朝食
09:00 2.5 時間ワークショップ

11:30 移動
11:45 全体会③（司会：⼩笠原 祐司／川路 武）

◆2.5 時間ワークショップ報告会
◆フリータイム
◆実⾏委員⻑挨拶（中⻄ 紹一）

12:45 昼食（さよならパーティー）
14:00 終了



ね １日目：10 分間プレゼンテーション

ツナギストや一般参加者からの話題提供や事例紹介。
ホールを仕切るなどして４つのコーナーで同時進⾏。
次々と繰り広げられるプレゼンテーションに会場の熱気は⾼まりました。

会場
時間

A
新館ホール A

B
新館ホール B

C
ホワイエ

D
黙想館

①
14:30

「さと」と「まち」を

和えるライフスタイル

「SATOMACHI」

（和田 徳之)

都市の

エコロジカルネットワーク

とコミュニティ形成

（奇二 正彦)

日本⻄海岸計画

（五⼗嵐 洋介)

ジュニアもりレンジャー

実践報告

（猪俣 寛)

②
14:45

日本の山の未来を考える

（⾼木 幹夫)
林業技術者が考えた野外展⽰

（⼩⼭ 泰弘)

生き物展⽰から

フィールドへつなぐ

（澤邊 久美子)

ソーシャルグッド×広報の

後方支援

（こくぼ ひろし)

③
15:00

アートがつなぐ

地域のいのち

_さとやま探検隊から

（坪谷 彩子)

やがて風景になる

ものづくり

@⻄粟倉村

（大島 奈緒子)

誰にでも、

フェアトレードを

身近に感じてもらうには？

（鈴木 啓美)

非日常のパワー“カタリ場”

で生まれる繋がりとは

(⼭崎 菜々美)

④
15:15

「感動」を

なめてはいけない

（大間 哲)

公⽴高校教員の挑戦
〜ツナギストプロジェクト〜

（逸⾒ 峻介)

「日米インタープリター

ズ・フォーラム」日本開催！

（増田 由香子)

農×食×芸術の

コラボレーション

おととわ

（太田 美保)

⑤
15:45

動物園がつなぐ

森と野生動物とヒトが

共に歩む未来

（川口 芳矢)

みんなでワクワク！

未来をえがく！

（松本 恵子)

「地を這う仲介者」が

⾒つけたやり続けたいこと

（櫻木 正彦)

⑥
16:00

つながった報告

海辺の環境教育フォーラム

2014

（川端 潮⾳)

⼦どもが語るおはなし世界

（朝倉 ⺠枝)

地球レベルでつなごう：

東アジア地球市⺠村の

取り組み

（朱 惠⽂)

⑦
16:15

今年も⼤川村がやって来る！

日本最小の下克上！

（田中 啓介)

「水族館で海のようちえん」

への道・経過報告第一弾

（中村 千穂)

東京の離島でのシゴト創り

（伊藤 奨)



時間①（14:30〜14:40）
【A 会場（新館ホール A）】

「さと」と「まち」を和えるライフスタイル「SATOMACHI」（和田 徳之／株式会社和大地）
この春、広島を中心に始める「さと」と「まち」とを繋ぎ・和えるライフスタイル「 SATOMACHI」の紹介。
広島の⾥⼭・⾥海と都市部とをつなぎ、昔からあった自然と共に暮らす営みを現代に落とし込み、都市部でもその恵みを楽しむ
新たなライフスタイルを提案するコミュニケーションを考えています。

【B 会場（新館ホール B）】
都市のエコロジカルネットワークとコミュニティ形成（奇二 正彦／NPO 生態教育センター）

本プレゼンでは、①都市のエコロジカルネットワークを構成する４要素、②都市に生息する野生生物、③足下の自然と共に豊か
な暮らしを営むための「３つのつながりデザイン」についてご紹介します。

【C 会場（ホワイエ）】
日本⻄海岸計画 （五⼗嵐 洋介／株式会社 ainak）

日本列島の日本海側を日本の⻄海岸と称し、日本版シリコンビーチを創るプロジェクト。⼭形県の庄内地方を中心として新しい
産業が生まれる産業エリアを創りだし、地方都市が抱える多くの課題をポジティブな観点から解決に導く。空き家を活用したゲ
ストハウス、移住希望者への⽀援活動についてプレゼン予定。

【D 会場（黙想館）】
ジュニアもりレンジャー 実践報告（猪俣 寛／公益財団法人日本野鳥の会）

⼩４から中学生対象のジュニアもりレンジャーの３年間の取組を紹介します。自然を調べ、守り、伝えることで、自然と人を愛
する気持ちを育んでいます。３年間の取組で、場とモチベーションが大切なことがわかってきました。

時間②（14:45〜14:55）
【A 会場（新館ホール A）】

日本の山の未来を考える （⾼木 幹夫／日能研）
原風景という⾔葉は個人個人によって違うもの、原風景の寿命は 100 年未満。今の森や林が子どもたちの原風景なら、日が差さ
ず、暗い鬱蒼とした姿。今の森は、欲と政策で生まれてしまったもの。100 年後の原風景にはしたくない。ならば、創るしかな
い。その 1 つの方法として、⾺とフォワーダー「やまびこ」とのハイブリッド林業。

【B 会場（新館ホール B）】
林業技術者が考えた野外展⽰（⼩⼭ 泰弘／⻑野県林業総合センター）

林業の知識と技術を伝える年 30 日の研修の最後に、実際の森林を使って、来訪者に林業を紹介できる展⽰を考えてみてください
と実践したので、現状を紹介します。

【C 会場（ホワイエ）】
生き物展⽰からフィールドへつなぐ（澤邊 久美子／滋賀県⽴琵琶湖博物館）

琵琶湖と陸地のつなぎめの環境であるヨシ原にくらす、日本最⼩のネズミ、カヤネズミの生体展⽰を通して、来館者の関心が展
⽰室だけでなく、地域のフィールドにまで広がるしかけを試みました。また、希少種カヤネズミをテーマに博物館と動物園、市
⺠がつながることで生まれる可能性を考えてみます。

【D 会場（黙想館）】
ソーシャルグッド×広報の後方支援（こくぼ ひろし／ひとしずく株式会社）

ソーシャルグッド専門の PR エージェンシーであるひとしずく株式会社の後方⽀援事例や成り⽴ち、「ひとり広報」団体のため
の広報の要素についてお話します。



時間③（15:00〜15:10）
【A 会場（新館ホール A）】

アートがつなぐ地域のいのち_さとやま探検隊から（坪谷 彩子／アーティスト）
スタートから４年目の「岡上さとやま探検隊」。アーティストのユニークな感性・在り方や、地域の多様なおとなとの出会いを
通して、ベットタウン育ちの子どもたちが、残り僅かな⾥⼭環境を愛おしんできた取り組みをご紹介します。次のテーマは五感
に刻む懐かしさのデザイン。新たな提案もご紹介します。

【B 会場（新館ホール B）】
やがて風景になるものづくり@⻄粟倉村（大島 奈緒子／木工房ようび）

岡⼭県にある人口 1500 人、森林率 95%の⼩さな村、⻄粟倉村ではじまる「ツギテプロジェクト」と拡張家内制⼿工業を掲げる
チームについて、ヒノキの家具づくりを中心に約 10 年村で活動している「ようび」からお届けします。

【C 会場（ホワイエ）】
誰にでも、フェアトレードを身近に感じてもらうには？（鈴木 啓美／フェアトレードカンパニー株式会社）

フェアトレード関連イベントの参加者の半数が、中⾼生も含む学生達。また「消費者教育」の一環として企画する⾏政の方や、
持続可能なライフスタイルに関心のある方に、フェアトレードは注目され始めています。一方で、なんだか難しいイメージが。
どうやったら、楽しい身近なことにできるのか？ その試⾏錯誤をシェアします。

【D 会場（黙想館）】
非日常のパワー“カタリ場”で生まれる繋がりとは(⼭崎 菜々美／NPO 法人カタリバ）

「ナナメの関係」と「本⾳の対話」を活用しながら、⾼校生の心に火を灯すカタリ場プログラム。実は、そこで火が灯されるの
は⾼校生だけではありません。まだ出会ったことのない⾼校生を思い、必死で自分のできることを模索するボランティアの学生、
大人たち。活動 15 年を迎えて⾒えてきた、カタリ場を通した「つながり」についてお話します。

時間④（15:15〜15:25）
【A 会場（新館ホール A）】

「感動」をなめてはいけない（大間 哲／法政大学大学院キャリアデザイン学研究科）
どうして、芸術に感動するのか。組織キャンプの終わりになぜ泣くほどの感動があるのか。キャンプをキャリアデザイン学の観
点で⾒た時、そこには「切り捨ての無い」社会を創る鍵があった。人の育成や環境意識醸成とはまた別にある、キャンプの遊び
や芸術の感動の根底的価値とは。それを生かしていくには？

【B 会場（新館ホール B）】
公⽴高校教員の挑戦 〜ツナギストプロジェクト〜（逸⾒ 峻介／埼⽟県⽴蕨⾼校）

様々な経験をする⾼校生に対して、「ツナギストのマインドセット」を持った教員のこれまでの奮闘と課題、これからの挑戦に
ついてお話させてください。生徒・OB OG ・教員・社会人・地域をつなげて、できることを日々模索しています。生徒の学校生
活をより豊かに、⾼校の可能性をさらに広げるために、皆様のお⼒をお貸しください。

【C 会場（ホワイエ）】
「日米インタープリターズ・フォーラム」日本開催！（増田 由香子／Office ハッピートレイル）

つなぐ人フォーラムの発起人であった⼩林毅さんを中心に、グランドキャニオン国⽴公園を⽪切りに 1995 年から実施の「日米
インタープリテーション研修会」。記念すべき 21 回目は「日米インタープリターズフォーラム」として、アメリカのパークレ
ンジャーを招待し、この清⾥で 5 月に開催が決定。

【D 会場（黙想館）】
農×食×芸術のコラボレーション おととわ（太田 美保／おととわ）

子供や大人が自然に触れる事の大切さ、身体が喜ぶ食べ物作り。生の⾳楽・芸術に気軽に触れられる場や仕組み作り。「自然栽培
的・自給自足のススメ」「災害に楽しく備える・生活⼒ＷＳ」「昔ながらのナチュラルごはん・おととわ古⺠家カフェ」「歌の
チカラ・楽笑舞プロジェクト」「宙と命を紡ぐ・宙うたプロジェクト」etc.



時間⑤（15:45〜15:55）
【A 会場（新館ホール A）】

動物園がつなぐ森と野生動物とヒトが共に歩む未来（川口 芳矢／横浜市緑の協会よこはま動物園）
野生のチンパンジーが生息するアフリカの森。そこで暮らして⾒えてきたのは、森はチンパンジーだけでなく、周辺で生活する
人々にとっても大事な場所だということでした。森と野生動物とヒトが共に歩む未来のために動物園にできることはなんだろう。
森・動物・ヒトをつなぐ動物園の試みを紹介します。

【B 会場（新館ホール B）】
みんなでワクワク！未来をえがく！（松本 恵子／NPO 法人河原部社）

パワーポイントによる説明。①NPO 法人河原部社（かわらべしゃ）の設⽴と、地域の未来を描く「みんな」の想い②中⾼生育成
プラザ「Miacis」の活動から繋がる地域

【D 会場（黙想館）】
「地を這う仲介者」が⾒つけたやり続けたいこと（櫻木 正彦／NPO 法人フューチャー北海道）

地域や自治体、企業に外部スタッフとして関わり、様々な属性の人達が集まり話し合う現場を受け持ち、ヒト・コト・モノをつ
なぎ合わせる活動をしてきた中で、仲介者（科学技術コミュニケーター）としての自分が追求し続けたい楽しくも難しいテーマ
を⾒つけ、その活動を始めました。

時間⑥（16:00〜16:10）
【A 会場（新館ホール A）】

つながった報告 海辺の環境教育フォーラム 2014（川端 潮⾳／株式会社タバタ）
つなぐ人フォーラムでの出会いをきっかけに、沖縄で海辺の環境教育フォーラムを開催しました。テーマは「つなげよう、海
心」 今年は発起人となった 3 人が清⾥に集合！フォーラムの報告や思い出話、そして新たな試みについてお話します。

【B 会場（新館ホール B）】
⼦どもが語るおはなし世界（朝倉 ⺠枝／株式会社グッド・グリーフ）

おはなしづくりソフトを開発し、デジタルとアナログを⾏き来しながら、子どもたちの物語づくりを⽀援する活動をしています。
その着想や視点に新鮮な驚きを与えられることが多々あります。子どもが語るおはなし世界をご紹介します。

【D 会場（ホワイエ）】
地球レベルでつなごう：東アジア地球市⺠村の取り組み（朱 惠⽂／日中市⺠社会ネットワーク）

2013 年に発足された「東アジア地球市⺠村」は、半農半Ｘ、スローライフ、生命平和などをキーワードに、日中韓台で様々な活
動で持続可能な社会づくりに取り組む市⺠たちが一堂に集まって、理念・経験・感情を共有し、地球市⺠意識と協働を育むネット
ワーク。いままでの活動と今年 5 月に控える初めての日本開催を紹介します。



時間⑦（16:15〜16:25）
【A 会場（新館ホール A）】

今年も⼤川村がやって来る！日本最小の下克上！（田中 啓介／ホールアース自然学校）
離島を除いて日本で 1 番人口の少ない村、⾼知県大川村。今年もつなぐ人に戻ってくるゼヨ〜。名物となったハニートラップ作
戦。村1 番のご⻑寿 99 歳スーパーばあちゃんのヒミツ。仲良し夫婦が 10 年前に始めた⼿づくり度 120％のサクラ祭り。大川村
の旬な話題を教えちゃる！

【B 会場（新館ホール B）】
「水族館で海のようちえん」への道・経過報告第一弾（中村 千穂／アクアマリンふくしま）

2016 年つなぐ人2.5 時間ワークショップで産声をあげた「⽔族館で海のようちえん」わくわくプロジェクト。「これから毎年
経過報告します！」との宣⾔通りにやって参りました！新年度にむけて企画しているイベントなどについて報告します。

【D 会場（黙想館）】
東京の離島でのシゴト創り（伊藤 奨／一般社団法人アットアイランド）

2016 年４月、知識・経験・お⾦、何も持たずに「島で生きること」を決めた僕らの、これまでとこれから。東京諸島出身の若
ものたちが島の壁を超えて繋がり取り組む離島でのシゴト創り。来年度のテーマは、関わってくださった方々に、島への「ルー
ツ」を持ってもらうこと。あなたも島に「帰れる場所」を創りませんか？



ね ２日目：45 分間プログラム

ツナギストと実⾏委員が実施する多種多様なプログラム。
情報交換や意⾒交換を通して、多くの“つながり”が生まれました。

会場
時間

A
新館ホール A

B
新館ホール B

C
黙想館

D
本館ホール

E
八ヶ岳自然ふれあい

センター

１時間目
09:15

⼦どもを真ん中に

人がつながる

まちづくり

（広吉 敦子）

環境CSR 活動の

評価について【報告】
（藤木 勇光）

漢方茶 Workshop

（末次 真緒）

冬の清⾥でサンゴ！

と叫ぶ

誰でもできる

サンゴ礁保全

（大堀 健司）

２時間目
10:20

なんと！

おもっしょいツアー

（松井 紀子）

カミングアウト

してみよう

（田辺 貴久）

あなたが

きっと知らない

ラジオの世界

（清⽔ 厚志）

Google の

マッピングツールで

データを可視化する

（松岡 朝美）

LEGO® SERIOUS

PLAY®メソッドと

教材を活用した

WS を体験しよう

（⼩笠原 祐司）

３時間目
11:25

⾏為主体性

という概念が⾯⽩い

（中⻄ 紹一）

課題達成メソッド・

フューチャー

マッピング

（磯⻄ 重⾏）

VR で

つなぐはできる！？

（⼩松 英司）

自作コンロで

ティータイム

（梅崎 靖志）

価値観でつながる

コミュニティ・

オーガナイジング

（会沢 裕貴）

4時間目
14:00

清⾥で

海にふれよう！

海を感じよう！

（大浦 佳代）

身体で学ぶ、

身体から学ぶ

対話の場

（三原 重央）

多様性のある

コミュニティの

育てかた

（竹沢 徳剛）

つないで生み出す

アイディアを

⼤喜利形式で実践

（深津 康幸）

ハンズ・オン

―最高？再考！

（染川 香澄）

５時間目
15:05

交感の文学：

ネイチャー

ライティング

（野田 研一）

モバイル社会とは

どんな社会か

（⼟橋 臣吾）

グラフィック

ファシリテーション

やってみよう

（石橋 智晴）

高齢者と

こども・若者の

関わりにおける

現状と今後のあり方

（⼩泉 希久也）

アルバム辞典で

残す・伝える

あなたの体験

（庄中 雅子）

６時間目
16:10

世界52ヶ国に

集落の魅⼒を発信、

田舎と世界をつなぐ

（中村 功芳）

今の⼦供には

魚遊びが足りない！

（⿅熊 勤）

星の下で、

歌をつくろう

（⾼橋 真理子）

キャプション

読んでる？

博物館キャプション

制作ワーク

（篠木 由喜）



１時間目・新館ホール A

⼦どもを真ん中に人がつながるまちづくり
広吉 敦子（NPO 法人野沢３丁目遊び場作りの会）

15 年前に大家さんの思いに賛同した地域住⺠が⽴ち上げたプレーパーク（自主運営の公園）、のざわテットーひろば。人は誰でも
子どもだった。ここに来るといつでも子ども時代に戻れる。そんな子ども時代の遊びをワークショップで思い出してもらい、まち
づくりに繋げます。

１時間目・新館ホール B

環境 CSR 活動の評価について【報告】
藤木 勇光（J-POWER 電源開発株式会社）

一昨年のこのフォーラムで、環境CSR 活動(以下「活動」)の評価について WS を⾏いました。その後、企業6 社、ジャーナリスト、
コンサルタントを交えて、10ケ月で7回の検討会を開き、活動改善のヒント集のように使える、評価のチェックリストをまとめた
ので、リストを配布し報告します。

１時間目・黙想館

漢方茶 Workshop
末次 真緒（漢方薬剤師）

漢方では「心身一如(しんしんいちにょ)」という⾔葉があります。からだとこころは繋がっていて切り離せなくお互いに影響し合
うもの。今回は漢方薬の材料になっている生薬を使ってお茶を作ります。実際に触れて・香って・味わって、自分の今のからだと
こころのつながりを探ってみませんか？お氣軽にご参加くださいませ♪

▲子どもが生き生きできる場をつくる ▲子どもの⽴場になって考えることが必要 ▲子どもの頃を思い出しながら

▲チェックリスト＝曼荼羅図の紹介 ▲活動評価の新たな尺度に ▲より良い CSR 活動を目指して

▲身体にバランスよく必要な３要素「気血⽔」 ▲オリジナル漢方を作る ▲漢方を通して自分の心身と向き合う



１時間目・本館ホール

冬の清⾥でサンゴ！と叫ぶ 誰でもできるサンゴ礁保全
大堀 健司（エコツアーふくみみ）

地球上のサンゴはあと数⼗年で絶滅する！？ サンゴ礁で今起こっていること、サンゴ礁を守るために誰でもできる取り組み、石
垣島で開発されたサンゴを学ぶアクティビティを紹介します。多様な自然を抱える私たちの国の南の自然に思いを馳せて下さい。

２時間目・新館ホール A

なんと！おもっしょいツアー
松井 紀子（株式会社松井機業）

約4500 年前に家畜として人間と歩んでいく契りを交わしたお蚕さま。その生態は知れば知るほど謎が多く、ただの⾍ではないと
思わせる不思議な生物。富⼭県南砺市に現在もなお遺るお蚕さまの光を辿って、今再びお蚕さまがつないでくれるなんと！おもっ
しょいツアーへ誘います。

２時間目・新館ホール B

カミングアウトしてみよう
田辺 貴久（認定NPO 法人good aging yells）

「カミングアウト」という⾔葉を知っていますか？昨今の LGBT ムーブメントをきっかけに「自分の秘密を告白する」という意味
で使われていますが、語源は"Coming out of the closet＝押し入れから出る"というもの。私自身のカミングアウト経験の共有と、
自分の秘密を告白する「カミングアウトワークショップ」で、ちょっとスッキリしてみましょう。

▲今日はサンゴになったつもりで！ ▲「どうなるコーラル サンゴ
生き残りゲーム」を体験

▲ゲームの後にサンゴの実態と
保護活動などを紹介

▲人と蚕とは⻑い歴史がある ▲絹のトンネルをくぐる ▲蚕の神秘さ、絹の美しさを感じて

▲カミングアウトを受けとめてくれると
自信や安心に

▲誰にも⾔えない秘密を紙に書いて
暖炉で燃やす

▲秘密は「人にはない個性！」



２時間目・黙想館

あなたがきっと知らないラジオの世界
清⽔ 厚志（FM はしもとパーソナリティ）

コミュニティ FM で「ラジオの世界を誤解したまま」インタビュー番組を担当しております。私は常日頃から「クリエイティブは
制限がある方が面白い！」と信じているのですが、今回はラジオという「⾳だけ」の世界でどのように遊んでいるのかを皆様にご
紹介しながら、制限と上⼿につきあう考え方をお伝えしたいと思います。

２時間目・本館ホール

Google のマッピングツールでデータを可視化する
松岡 朝美（グーグル株式会社）

NPO や教育関係者、研究者向けにデータの可視化や分析をサポートする Google Earth Outreach プログラム、および Google の
各種マッピングツールをご紹介します。また、マッピングツールを実際に使った、簡単なワークショップの実施も予定しています。

２時間目・八ヶ岳自然ふれあいセンター

LEGO® SERIOUS PLAY®メソッドと教材を活用した WS を体験しよう
⼩笠原 祐司（NPO 法人bond place）

LEGO ブロックで遊んだ経験はありますか？LEGO は遊ぶだけでなく、今はまちづくり、企業研修などでも活用されています。
そんなLEGO® SERIOUS PLAY®メソッドを活用するためのファシリテーター資格をもっているので、この機会に皆さんで体験し
てもらえたら幸いです！ご関心ある方はぜひ！

▲自らのラジオ番組を紹介 ▲実際にラジオを聞きながら ▲⾳や声だけの世界の面白さ

▲地図による可視化は
人々の⾏動につながる⼒になる

▲グーグルの様々なプロダクトを紹介 ▲自然情報のマッピングも試みている

▲LEGO を使った様々な WS を体験 ▲形に残る＝可視化できる ▲LEGO があることで他者との
コミュニケーションが図りやすい



３時間目・新館ホール A

⾏為主体性という概念が⾯⽩い
中⻄ 紹一（⽴教大学大学院異⽂化コミュニケーション研究科）

近年、⾏為主体性（＝エージェンシー）を巡る議論が、盛んになってきています。特に人だけでなくモノそのものを⾏為主体（＝
エージェント）と捉えるアクターネットワーク論は、今後さらに注目されると思われます。このプログラムでは、アクターネッ
トワーク論を通じて「つながり」の意味を、皆さんと考えていきます。

3 時間目・新館ホール B

課題達成メソッド・フューチャーマッピング
磯⻄ 重⾏（枚方市⽴枚方⼩学校）

ストーリーの⼒を使って、枠を超えた発想と結果を生み出す⾏動シナリオによって、２０１７年を最⾼の一年にするための課題を
明確化し、達成する⾏動シナリオを描く。

３時間目・黙想館

VR でつなぐはできる！？
⼩松 英司（株式会社ココロワークス）

2016 年は VR 元年でした。VR はヴァーチャル・リアリティの略で、ゲームの領域だけではなく多様な場での活用が期待されてい
ます。私は VR を通じて、人が癒やされたり、元気になったりするようなコンテンツを制作しています。みなさんと一緒に、今後
VR がどのように社会と関わっていくのか、考えたいと思います。

▲モノと人とは主体・客体の関係ではない ▲人の属性はモノが規定する ▲人とモノとがつながることを
肯定的に捉える

▲はじめに成功をイメージし ▲幸せにしたい誰かのストーリーを考え ▲逆算してやるべきことを導き出す

▲VR は作業訓練などで活用されている ▲自分の携帯を利用して VR を体験 ▲VR 利用のアイデアを発表



３時間目・本館ホール

自作コンロでティータイム
梅崎 靖志（風と⼟の自然学校）

自作できる調理用コンロのご紹介と、湧かしたお茶を飲みながら、自然エネルギーの⼿軽や活用方法や、⼿づくりの暮らしの魅⼒
についておしゃべりします。自作コンロは、空き缶を使って作るウッドガスストーブを予定しています。屋外で実施しますので、
暖かい服装でお越し下さい。

３時間目・八ヶ岳自然ふれあいセンター

価値観でつながるコミュニティ・オーガナイジング
会沢 裕貴（NPO 法人コミュニティ・オーガナイジング・ジャパン）

あなたはどんな「価値観」を持っていますか？どんな「価値観」が、あなたを⾏動へと突き動かすのでしょうか？人は誰しも、過
去の感情の経験から作られた「価値観」を持っています。興味関心の裏に眠る「価値観」を共有することで、人と深くつながり、
共に⾏動を起こす関係の作り方を体験してみませんか？

▲自給自足的な暮らしの面白さを語る ▲実際に自作コンロでお湯を沸かして ▲コンロの仕組みを紹介しながら
ティータイムに

▲価値観を共有した関係作りを目指して ▲相⼿の価値観を聞き出す会話の実習 ▲関心よりも価値観でつながることを
意識したい



４時間目・新館ホール A

清⾥で海にふれよう！海を感じよう！
大浦 佳代（海と漁の体験研究所）

海辺の漂着物を持ち込みます。3 人の班で⼿にとって、まずは海を実感。⼿ざわりを楽しんだり、これは何かと想像したり、貝殻
を耳に当てたり…。次に、生き物の生態を漂着物から考えるクイズ。正解はスライドで解説します。最後に、古から現代までの漁
具の漂着物も登場。人と海のかかわりにも、思いをはせます。

４時間目・新館ホール B

身体で学ぶ、身体から学ぶ対話の場
三原 重央（NPO 法人みんなの未来かいたく団）

身体の記憶、脳の記憶、脳と身体はどちらの方が賢いのでしょうか？最近は「ソマティック心理学」と⾔う分野もあり、「脳を鍛
えるのには運動しかない」という本も出ていいます。なので、今回は身体と脳の関係、身体の使い方について皆で考えたいと思い
ます。

４時間目・黙想館

多様性のあるコミュニティの育てかた
竹沢 徳剛（シェアハウス “RYOZANPARK” ）

ワシントン DC 在住中に東日本大震災が発生。住⺠同⼠が助け合えるコミュニティの必要性を実感。帰国し、多国籍シェアハウス
「RYOZAN PARK」を開設。2015 年、子育て⽀援機能を有するシェアオフィス「RYOZAN RARK 大塚」を開業。現代日本の「⻑
屋」のような空間の育てかたをお話しします。

▲頭と身体は対⽴関係か？ ▲⼿を相⼿の顔の前にやって
押しつけたり導いたり

▲押しつけより導き
それは教育でも一緒

▲シェアハウスの実際を紹介 ▲シェアハウスやシェアオフィスに
必要だと思うことは？

▲百聞は一⾒に如かず
まずは来てみてください

▲漂着物が語る歴史や環境問題▲ウニの骨格からウニの口を想像する▲海のない清⾥に海辺の漂着物が並ぶ



４時間目・本館ホール

つないで生み出すアイディアを⼤喜利形式で実践
深津 康幸（株式会社ブルーパドル）

前半は⼿掛けてきたつなぐ構図が分かりやすい案件を紹介。後半はワークショップとして「つなぐ大喜利」と銘打ってアイディア
をつなぐ実践を⾏います。あらかじめ教育や農業など書かれたキーワードカードを用意、会場からお題キーワードをもらい、ラン
ダムに引いたカードとお題を掛け合わせて、即興でアイディアを返します。

４時間目・八ヶ岳自然ふれあいセンター

ハンズ・オン ― 最高？再考！
染川 香澄（ハンズ・オン プランニング）

ミュージアム業界でハンズ・オンと⾔う⾔葉が一般的になって 20 年。ここでハンズ・オン再考のため、形だけのハンズ・オン展
⽰と望ましいハンズ・オン展⽰を考え、恒例の八ヶ岳ふれあいセンターでの展⽰批評眼を磨くワークに繋げます。

▲利用者主体の展⽰を

▲「部屋をきれいに」×「スポーツ」
を例に考える

▲無作為に選んだキーワードから
アイディアを膨らませる

▲つないで生み出すアイディアの
事例を紹介

▲実際に展⽰を⾒ながら批評眼を養う ▲展⽰は総合芸術でもある



５時間目・新館ホール A

交感の文学：ネイチャーライティング
野田 研一（⽴教大学）

自然と人間の交流・交わり・対話的関係のことを「交感」と呼ぶことがあります。本プログラムでは、そのような「交感」の場面
に焦点を当てた⽂学作品（ネイチャーライティング）を、ほんの少しですが読みながら、「交感」という出来事を皆さんと共有し
てみたいと思います。

５時間目・新館ホール B

モバイル社会とはどんな社会か
⼟橋 臣吾（法政大学社会学部）

2014 年に『ケータイの 2000 年代』という本を出しました。その本で扱ったデータを参照しつつ、今日のモバイル社会を、「み
んなが自由につながっているようで、実は、バラバラになっているかもしれない社会」として捉え返してみたいと思います。そ
の上で、より善いモバイル社会のイメージについて少し議論できればと思っています。

５時間目・黙想館

グラフィックファシリテーションやってみよう
石橋 智晴（NPO 法人EN Lab.）

ファシリテーションの１つの側面として使用されているグラフィックファシリテーション。その基礎にみなさんと一緒に取り組
みたい思っています。一緒に場における""きくこと・かくこと""を探究しましょう！

▲ケータイは「個人化」を促進する ▲＜わたし＞に閉じた経験が＜みんな
＞で共有する経験を凌駕する社会に

▲ますます個人化する＜わたし＞を
どうつなぎなおすか？

▲参加者の関心は⾼い ▲人の表情などを実際に書いてみる ▲場を「きく」ことも
「かく」こと以上に大事

▲参加者自身の「交感」体験を共有▲「自然史的情報」「個人的反応」
「思想的解釈」の３要素がある

▲ネイチャーライティングは
自然に関するノンフィクション



５時間目・本館ホール

高齢者とこども・若者の関わりにおける現状と今後のあり方
⼩泉 希久也（リハビリテーション専門デイサービス『ひなぎく』）

前半は『核家族化・少子化について』『⾼齢者とこどもの関わりによる効果』『介護の現場で感じる⾼齢者の現状と事例につい
て』などの内容に関してプレゼンテーション。後半は課題を解決するような案や取り組みに対して参加者とともにワークショッ
プ形式での対話を⾏い、参加者相互の気づきと学びを深めていきたいと考えています。

５時間目・八ヶ岳自然ふれあいセンター

アルバム辞典で残す・伝えるあなたの体験
庄中 雅子（国⽴科学博物館）

博物館やイベント会場で撮ったお気に入りの写真。国語辞典の⾔葉１つと組み合わせたアルバムにすることで、体験を形にして、
人に伝えるツールを作ります。展⽰やイベントの実施者の⽴場からは、自分の実施内容を評価するツールにもなるかもしれません。
当日は写真撮影・メール送信可能なスマートフォンをお持ちください。

▲気になった展⽰を写真に撮ってプリント ▲作り⼿のねらいと受け⼿の解釈が
異なる場合も

▲写真と⾔葉の組合せが面白い

▲“つながり”が⾼齢者の生きがいにも
なるように

▲⾼齢者と若者とが関われる社会について
参加者同⼠でアイディアを出す

▲⾼齢者も若者も相互にメリットのある
関わり合いを生みたい



６時間目・新館ホール A

世界 52 ヶ国に集落の魅⼒を発信、田舎と世界をつなぐ
中村 功芳（NPO 法人アースキューブジャパン）

３年で12万人以上が訪れる拠点づくりの経験から「資料と情報」のちがいを発⾒。地域と生きる新たなゲストハウスをつくるため
「暮し旅」と「くるま座」と２つのコンテンツを追加し深化させ、持続可能な集落の暮らしを実現したい。参加者と一緒に、未来
のつなぐ場・「地域まるごと宿」を考えます。

６時間目・新館ホール B

今の⼦供には魚遊びが足りない！
⿅熊 勤（フリーライター）

釣りや魚とりは、その特殊性ゆえに自然体験の中に組み込みにくい現実がありますが、とてもすばらしい教育効果を持っています。
まずは大人が生きものと真剣に駆け引きする楽しさを知ろう！ ということで、釣り具や漁具に触れつつ、体験プログラムとして
の可能性を話し合ってみませんか？

６時間目・黙想館

星の下で、歌をつくろう
⾼橋 真理子（星つむぎの村）

「星つむぎの歌」は、みんなで星を⾒上げてその想いを⾔葉にし、みんなで歌をつくろう、と全国に呼びかけてつくった歌です。
⼩さいプラネタリウムに⾞座になって、星をみあげ、そこで感じたことを、歌にのせて即興的に歌いましょう。

▲必要なことはすべて魚から教わった ▲釣りは究極の自然観察 ▲様々な釣り道具や観察グッズも登場

▲プラネタリウムを鑑賞 ▲ピアニストが奏でるメロディーに
⾔葉をのせていく

▲即興の歌が会場に響く

▲新しいゲストハウスの名前を考える▲何もしないことが⻑期滞在になる▲ゲストハウスを通じて得た経験を紹介



６時間目・本館ホール

キャプション読んでる？ 博物館キャプション制作ワーク
篠木 由喜（公益財団法人東洋⽂庫）

みなさんはミュージアムへ⾏った際、キャプション読んでますか？⼩難しいから読まない人、逆にキャプションばかり読んで資料
の記憶がうすかったような…なんて体験をされた方もいるかもしれません。本ワークでは、知っているようで知らないキャプシ
ョンの世界を、実際に制作することで考えてもらえればと思います。

▲キャプションは人と人、空間と人、
空間と資料を“つなぐ”

▲「私の相棒」というお題で
キャプションづくり

▲皆さんはキャンプション読んでいますか？



ね ３日目：2.5 時間ワークショップ

① 全国 47 都道府県つなぐ人拠点をつくる。
×

「つなぐ人フォーラム」を社会とつなぐ
実施者：五⼗嵐 洋介、伊藤 奨、猪股 有佐、川路 武、⾼木 剛彦

⾼橋 真理子、竹沢 徳剛、中村 功芳、松岡 朝美、若狭 朋幸

つなぐ人フォーラムは、人との出会いやつながりはもちろん、「目的」的ではない
ところが良いという声も。このつなぐ人フォーラムの価値をどのように社会に発信
していくか？また清⾥から全国に広げていくか？が今後の課題として共有された。

②AI 時代のものづくり
実施者：大島 奈緒子、深津 康幸

「AI（人工知能）と聞いて思いつくものは何か？」を書き出すことからスタート。
⼿作りのモノには「物語」がある。AIが普及する時代にこそ、暮らしの中で作られ
ていく「物語」に、物づくりの新たな価値を⾒出したい。

③今年もやるゼヨ！

⼤川村の２⼤プロジェクトをみんなと加速させる WS！
実施者：近藤 京子、田中 啓介、平賀 洋司

日本で一番人口の少ない村⾼知県大川村（約 400 人）。大川村の最大の資源は村⺠
一人ひとりの「人間⼒」。400 人分の技術や魅⼒をどのように社会に発信していく。
「村⺠日めくりカレンダー」といったアイデアも湧き出た。



④タネをネタ（形）にする対話のプロセス
実施者：会沢 裕貴、石橋 智晴、⼩笠原 祐司、こくぼ ひろし、逸⾒ 峻介

タネ(企画、スキル、場）を出しあい、それをネタ（形）にしていくワークショッ
プ。お互いにインタビューしあいながら、自分の価値観や強みを再認識する時間に。
ここで生まれたネタの成果が、次回のつなぐ人フォーラムで報告されるかも。

⑤自分とつながるワークショップ☆
実施者：⼩野寺 美和、⼩杉 瑞穂

「静かに止まる」とみえてくるものがある。静かな空間で瞑想や座禅を体験し、自
分の身体と向き合う。「人は本来、常に揺れているので止まろうと思わなくてよ
い」「雑念は掴もうとせずに、認識するだけでよい」という考えは新たな発⾒に。

⑥ゆるーくスケッチさんぽ
実施者：新井 友梨、植田 清一、白井 俊明、篠木 由喜

清泉寮周辺を散歩しながら、牧草地、森、暖炉の前など…所々で⽴ち止まってスケ
ッチを楽しむ。最後に自分以外の作品にタイトルと一⾔を添えるキャプションづく
りを試みる。即席の「つなぐ展覧会」では他の参加者も鑑賞を楽しんだ。

⑦心のゆきどけ
実施者：井上 尚子、大間 哲、末次 真緒、田辺 貴久

滞在中に心に芽生えた違和感を紙（雪）に書きとめ、暖炉の火にかける（雪がとけ
る）。さらに自分を大切にしていく上で⽋かせないものを書き、それをもとにブレ
ンドした漢方茶を味わう。香りや⾳、味わいで自分の内面を⾒つめた 2.5 時間。



⑧⽕中の栗をひろう会議
実施者：古田 ゆかり、櫻木 正彦、杉田 恵子

集まったメンバーで好きなだけ好きなことを喋ろうと始まり、科学技術コミュニケ
ーションの場で「かみ合わない」ことを掘り下げて議論。途中、ワークショップ⑨
のラジオが乱入し、議論はさらに火がつくことに。

⑨ラジオ制作ワークショップ ver.2
実施者：清⽔ 厚志

前回局所的に大好評だったラジオ制作の第２弾。まずは番組の企画会議から。担当
コーナーを決め、リハーサルをし、いよいよ本番。収録は順調に進み、最後は隣の
部屋のワークショップ⑧に乱入。ライブ感あふれるラジオ制作を楽しんだ。

⑩ ネイチャー・センターの新しい「つなぎ方」
×

おかいこさん共和国「建国」
実施者：猪股 寛、⼩川 結希、奇二 正彦、佐藤 裕樹、林 浩二、古瀬 浩史

増田 由香子、松井 紀子、丸⼭ ⾼弘、右田 祐基

自然と人、地域と人をつなぐネイチャーセンター。新しい時代に合わせて、どのよ
うに変わっていくべきなのか？参加者同⼠で様々なキーワードをあげてブレーンス
トーミング。ネイチャーセンターの未来はここから始まるかも。







個人協賛

� 三原 重央 様
人と人、人と社会、産・官・学が共に育つ対話による共育の場〜多様な人たちが共に育ち繋がる
〜それがつなぐ人フォーラム、そしてスピンアウト企画の「つなぐ人関⻄」もよろしくです。
また別の対話の場として 6 月11 日にＥdcamp 大阪を開催します。皆さんご予定お願いします。

� 丸山 高弘 様

図書館も忘れないでね。

� 杵村 史朗 様

これからも続きますように。

� 八巻 香澄 様

清⾥の自然と、いろんな人との交流の中で、何かがスパークする場だと思います。
楽しんでください。Get Wild！

� 安田 純 様

初回からの参加です。
今後も⻑く続くフォーラムになりますように、応援させていただきます。

� ⻲井 愛 様

今回は参加できませんが、気持ちは清⾥につながっています。
今年もすばらしい「つながり」がたくさんうまれますよう。

� 川嶋 直 様

つなぐ人フォーラム「いいだしっぺ」の川嶋です。
今回は参加できませんが、皆さん今年も新たなつながりを創ってください。

� 田中 咲⼦ 様

今回は参加できずに残念…。少しでも今回参加される方のお役にたてるなら嬉しいで
す。次回も、その次の回も開催されることを願っています！

� 森 一彦 様

今回は、⾏けなくて残念。盛会を祈念しております。また⾊々聞かせてください。



� 梅崎 靖志 様
メルマガ「風と⼟の便り」配信中。⼿作り循環生活の楽しさをお届けします。
「風と⼟の自然学校」で検索してね！ 
＜受付中！＞・【年間講座】自然農と⼿づくり循環生活実践コース ４月開講

・ロケットコンロピザと自然農体験会 2/26、3/11、3/2
 ・大人のための「曲げわっぱづくり講座」 4/1－2

� 吉田 ⽴ 様
２年前に初めて参加しました。
私のポジティブマインドはここで開花したと⾔っても過⾔ではありません。
開花するのが遅いですが(^_^)。
またいつか参ります。末⻑く続かんことを！！ 
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